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この構想の下、本研究で筆者は比較的反応性の高い N-O 結合に着目し、N-O 開裂を推進力とするドミ
ノ転位反応による窒素、酸素官能基化された分子骨格の構築法の開発を行った。 
 




















最近筆者らは N-ヒドロキシルアニリン誘導体である N-アルコキシアニリンに対し、NHC 配位子を持
つカチオン性銅錯体を作用させることで[1,3]-アルコキシ転位反応が触媒的に進行し、2-アルコキシアニ
リンを効率的に与えることを初めて見出した。 
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この知見を下に本章において筆者は、オルト位に置換基を持つ N-アルコキシアニリンに対し、NHC
配位子を持つカチオン性銅錯体を作用させることでドミノ[1,3]/[1,2]-転位反応が進行することを見出し
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[1,3]/[1,2]-転位反応の開発を行い、立体的に混んだ置換様式を有する 3 位置換 2-アルコキ
シアニリンを効率的に得ることに成功した。置換基の検討により、種々の官能基を導入した
場合においてもドミノ転位反応が進行することを明らかにしており、多様な置換基を持つ多
置換アニリンが効率的に得られることを示している。さらに反応機構解析により、本反応が
オルトキノールイミン中間体を経由し進行することを明らかにしている。 
  
 本研究の成果は、金属触媒を用いたドミノ転位反応が合成困難な分子骨格の単工程での
一挙構築、あるいは特異な位置選択性を示す官能基導入といった従来法では困難な有機合
成を実現する強力な手法であることを示している。これらの研究は、筆者が自立して研究
活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，石田恭
裕氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
